ゴンドワナ地質環境研究所2021年度事業報告
ゴンドワナ地質環境研究所（GIGE）および会長主宰の2021年度事業を下記に報告する。月別活動報告は別ファイルとしてアップロードした。経理報告は3月末日にGIGEホームページで公開予定である。
学生のヒマラヤ野外実習プログラム
（１）2021年3月実施予定であった第10回学生のヒマラヤ野外実習ツアー（SHET-10）は2022年3月実施予定として延期された。
（２）SHET-10実施準備事業（5月～12月）
（３）SHET関連の諸報告　SHET-9実施報告は地学団体研究会（8月）と日本地質学会学術大会（9月）で、SHET-9年間の総括等は第18回ゴンドワナからアジア国際シンポジウム（9月、青島）と第12回極域科学シンポジウム（11月、立川）で報告した。いずれもオンライン参加であった。
（４）SHET-10の情宣活動と実習ツアー準備（5月～12月）　SHET-10参加者募集は5月と8月に全国72の地学関連教室対象に実施した。参加希望者は8月から11月にかけて日本の６大学から8人と中国の１大学から1人があった。ネパールのトリブバン大学からは教員と学生各1人が参加予定なので、実習チームは日本の指導者（GIGE会長予定）を入れて10人程度となるであろう。ネパールの旅行社はポカラのディプロマート社に決定した。
GIGE会長による報告等
（1） 「学生のヒマラヤ野外実習プログラム9年間の総括」は8月～11月にかけて執筆し、地学教育と科学運動誌に投稿された。
（2） 「白馬村で氷河を訪ねる」は5月～11月にかけて調査・執筆し、北大山の会会報に投稿された。
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白馬連山と白馬村（11月）。右のピークは白馬岳、正面は日本最大の八方スキー場。
（3） その他、会長による執筆活動等：名誉教授訴訟、人権侵害問題、COVID-19問題、追悼文執筆、旅行記など関連の執筆その他の取り組みが行われ、一部はGIGEホームページや連絡誌等で公開された。
そのほかの活動等
（１）1月～2月：大阪市立大学名誉教授初号授与問題訴訟（最高裁で上告棄却決定）。
地裁、高裁、最高裁と、データに基づく論理性のある議論がないことに落胆させられた。
（２）1月～12月：一般向けの解説書「ゴンドワナランドの集合・分裂とアジア大陸の成長」の執筆
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（３）1月～12月：1990～2000年代の会長による公表論文10数編のディジタル化とResearch Gateへのアップロード。
4. 新年の予定・希望
（１）「ゴンドワナランドの集合・分裂とアジア大陸の成長」の発行（2月）
（２）ＳＨＥＴ－１０の準備、実施（3月）とその報告（3月～5月）
（３）SHET-11 の準備（5月～12月）
（４）白馬村の氷河公園プランで白馬村を元気付け、いずれは氷河公園を目玉とした白馬村ジオパークができることを期待（1月～）。
（５）会長はラージボール卓球の諸大会に出場し、全国大会等（11月～2023年2月）の制覇（85歳以上クラス）を目指している。
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白馬村岩岳スキー場頂上のシティカフェからは白馬岳東面の全貌が見事。ここは日本一の氷河　展望台である。








